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　氷川中学校と竜北中学校の生徒による

「子ども議会」が11月22日、町議会本会

議場であり、生徒らが町執行部に地域の

課題について提案型の質問をぶつけた。

　太田篤洋教育長によると、「子ども議

会は３年振りの開催である。３年生の社

会科公民分野で地方自治を学習したのち

に、４～５人毎にグループを作り、町の

政策上の取組や町の課題、良さ等を調査

票に記入作成し、絞り込みをして質問書

をまとめあげた」とのこと。

　議長は、氷川中の松本美香さんが務め、

両校生徒（氷川中53名　竜北中66名）の代表者11名が登壇。他の生徒は傍聴席と文化センターのモ

ニターでその様子を視聴した。（質問項目は別掲のとおり）

　

　最後に教育長が「学習したことを立派に提言ができた。社会科で地方自治を学んだその発展学

習として、氷川町の行政と取組を学び、中学生らしい感覚で質問をした。町の活性化に向け、地

域住民の生活課題、町の農業振興、高齢者問題や子育て支援など本当に町の事を考えていると驚

いた。地域の未来を考えるうえで貴重な経験であったと思う。これからは、町の未来を担う若者

として、ふるさと氷川町をよく学び、ふるさとを愛し誇りに思う社会人になってほしい。今後こ

れまで以上に少子高齢化や情報化など変化の激しい時代が待ち受けている。そのような時代に生

きる皆さんは、自ら課題を見つけ、その課題を解決に導くための考える力、高い志をもって何事

にもチャレンジする力、創造力を身につけることが大事になってくる。自らの考えを整理し聞き

手に分かり易く伝えるコミュニケーション能力を高める学習を、これからの学校生活で積み重ね

て欲しい」と講評した。

　また、議長の松本美香さんが「私たちの提案を議会形式で提案させて頂いた。貴重な体験を与えて

いただいたことに深く感謝する。すべてを行政まかせにすることなく、私たちもお互い協力し合い知

恵を出しあい、より良い氷川町にしていかねばならないと感じた。今回の取組で、少しでも行政と私

たちの距離が近くなり、具体的な形となって実現されていくことを願う」と謝辞を述べた。

熱心に傍聴し、メモを取る生徒も

子ども議会開催される
中学生が町政課題に提案

質問者と主な質問内容 議長：氷川中　松本美香

氏　名 質問の要旨

竜 上　田　泰　輝 未来ある産業のためツーリズム等を積極的にＰＲしたらどうか。

氷 稲　本　眞　二 青色街灯と投票式ごみ箱を設置したらどうか。

竜 河　本　健太郎 自然を利用したフォレストアドベンチャー（遊園地）に取り組んだらど
うか。

氷 上　村　茄　鈴 新しい観光事業（散策コースやキャンプコース）を検討したらどうか。

竜 東　田　樹　季 校外学習等に町有バスが使えないか。またＳＮＳを活用してはどうか。

氷 栄　　　若　菜 町を元気づけるために高齢者との交流会を開けないか。

竜 小　田　稔　梨 安全安心のために街灯増設や見通しのよい交差点改修はできないか。

氷 水　本　り　お 公園の遊具の整備とトイレを洋式化にできないか。

竜 山　本　茉　奈 充実した子育て支援制度を周知するため積極的なＰＲをしたらどうか。

氷 矢　野　那　奈 不耕作地解消のため更地活用や賃貸、農業イベントで関心を高めないか。

竜 吉　村　智　美 空地や空家を解消するためカフェや郷土料理店舗等有効活用できないか。

※竜は竜北中学校、氷は氷川中学校

「
研
修
を
積
ん
で
生
姜
農
家
の
経
営
を
し
た
い
」

　

栫
地
区
に
あ
っ
た
町
下
水
道
職
員
住
宅
2
戸
が
30
年
10
月
に
改
修
さ
れ
、
氷

川
町
移
住
体
験
住
宅
と
し
て
、
移
住
を
希
望
す
る
人
に
一
定
期
間
（
1
年
以

内
）
に
賃
貸
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
早
速
、
11
月
中
旬
か
ら
家
族
で
入
居

さ
れ
、
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
桑
野
さ
ん
を
取
材
し
た
。

氷
川
町
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
者
紹
介

桑
野　

大
司
さ
ん
（
36
）

　

昨
年
11
月
に
妻
の
ま
ど
か
さ
ん
（
熊

本
市
出
身
）
と
娘
の
藝
多
（
う
た
）

ち
ゃ
ん
（
2
歳
8
ヶ
月
）
と
家
族
3
人

で
宮
原
地
区
栫
に
あ
る
移
住
定
住
促
進

住
宅
に
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
た
大
司
さ

ん
。
北
九
州
出
身
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

に
勤
め
ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
で
6
年
ほ

ど
生
活
さ
れ
た
。
そ
の
間
生
姜
な
ど
を

含
め
農
業
分
野
業
務
に
従
事
さ
れ
た
。

藝
多
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
機
に
日
本
で
の

生
活
を
希
望
。
妻
の
郷
里
で
あ
る
熊
本

県
の
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
。

　

J
A
八
代
の
竜
北
支
部
を
通
し
、

生
姜
農
家
で
の
研
修
を
斡
旋
さ
れ
る
。

し
ば
ら
く
は
熊
本
市
内
か
ら
通
い
な
が

ら
の
研
修
だ
っ
た
が
、
手
応
え
を
感
じ
、

家
族
で
の
移
住
を
決
意
。
現
在
は
生
姜

の
仕
事
も
一
段
落
し
、
八
代
の
レ
タ
ス

農
家
で
研
修
中
。
将
来
は
「
自
分
の
畑

を
持
ち
、
生
姜
農
家
と
し
て
独
り
立
ち

し
た
い
。
こ
ち
ら
に
家
を
求
め
て
親
子

で
一
緒
に
安
定
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

き
た
い
」
と
の
こ
と
。

　

氷
川
町
に
引
越
し
さ
れ
て
ま
だ
2
ヶ

月
。
氷
川
町
の
印
象
を
お
尋
ね
す
る
と
、

「
お
店
も
近
く
に
あ
り
、
生
活
の
不
便

さ
は
感
じ
な
い
。
食
材
が
新
鮮
で
安

い
」「
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
星
の
輝

き
の
美
し
さ
と
夜
の
闇
の
深
さ
。
そ
れ

と
朝
焼
け
の
す
ば
ら
し
さ
」「
ま
だ
慣

れ
て
い
な
い
こ
と
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
」
と
妻
談
。

　

住
宅
の
和
室
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
冬
の
陽

射
し
よ
り
も
暖
か
く
ほ
っ
こ
り
と
し
た

ご
家
族
で
し
た
。

 

（
取
材
者　

西
尾
正
剛
）

桑野さん家族
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12月定例会本会議の概要
　

12
月
定
例
会
は
、
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

　

予
算
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
及
び
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）
と
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
ま
た
、
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て
。

　

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
は
、
加
入
団
体
の
名
称
変
更
に
伴
う
改
め
。

　

土
地
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
野
津
多
目
的
広
場
（
仮
称
）
整
備
事
業
の
用
地
取
得
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
、
全
員
賛
成
で
全
議
案
を
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
2
日
目
の
11
日
に
4
人
が
登
壇
し
た
が
、
吉
川
義
雄
議
員
が
、
今
後
の
ご
み
処
理
及
び
生
ご
み
を
燃
料
資

源
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
河
口
涼
一
議
員
が
八
火
図
書
館
運
営
状
況
、
西
尾
正
剛
議
員
が
道
路
整
備
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
、

米
村
洋
議
員
が
八
代
市
・
氷
川
町
循
環
型
社
会
推
進
協
議
会
設
置
後
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

諮
問
で
は
、
氷
川
町
宮
原
の
小
田
修
氏
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
の
推
薦
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
選
挙
に
よ
り
片
山
議
員
が
当
選
し
た
。

　

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書
が
八
代
民
主
商
工
会
婦
人
部
長
か
ら
提
出
を
受
け
た

が
（
紹
介
者　

吉
川
義
雄
議
員
）
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

12月定例会の一般会計補正（歳出）の
主な事業内容
小学校空調設備工事実施設計業務委託料 709万円
資産鑑定業務委託料 436万円
葉山橋橋梁改築工事請負費（追加） 175万円
栄久橋３号橋梁改築工事請負費（追加） 245万円
団体営農業農村整備事業負担金 114万円
機構集積協力金事業費補助金 226万円
町営住宅修繕費 300万円
臨時福祉給付金事務費返還金 435万円
障がい者自立支援給付費国・県負担金返還金 303万円

一般会計補正予算

26,315千円を可決

一般会計

26,315千円を補正し
77億1,371万5千円に

主な歳入は
・土木費の国庫補助金として防災・安全社会資本整備交付金　　　　293万円
・教育費の国庫補助金として冷房設備対応臨時特例交付金　　　　　181万円
・県補助金では、農業農村整備推進交付金　　　　　　　　　　　　114万円
　　　　　　　　機構集積協力金事業費補助金　　　　　　　　　　226万円

【なお、中学校空調設備設置事業は合併特例債を充当する予算であったが、国の補正予算で冷房設備対応
臨時交付金が新設されたことに伴い、学校教育施設等設備事業債（充当率100%、元利償還金の交付税算
入60%）が活用でき、940万円組み替えを行った。】

主な歳出の内訳
農業振興費
　機能集積協力金

226万円 「農地バンク（農地中間管理機構）」を活用し要件が満たせ
ば国から協力金が支給される。農業をやめる場合や部門縮
小で担い手に農地を貸した所有者に交付される。10a 当た
り3万5千円

農地費
　団体営農業農村整備事業
　負担金

114万円 氷川土地改良区が
事業実施主体で農
地客土に、国費
50% 県15% 耕
作者35% の負担
割合（今回は5名　
6か所2.5ha）

道路新設改良費
　資産鑑定業務委託料

436万円 町道拡幅で土地等
の取得に伴う建物、
工作物の調査、補
償額を算定調査の
委託

町道拡張の調査地▶

　

議
長
、
副
議
長
ほ
か
議
会
運
営
委
員

会
4
名
は
、
11
月
15
日
に
鹿
児
島
県
東

串
良
町
議
会
を
訪
ね
、「
議
会
活
性
化

の
取
組
に
つ
い
て
」
を
研
修
議
題
に
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
お
互
い
に
学
び

合
う
有
益
な
研
修
を
行
っ
た
。

　

東
串
良
町
議
会
で
も
、
議
会
改
革
を

進
め
る
う
え
で
「
議
会
活
性
化
対
策
調

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
議
会
の

使
命
と
機
能
を
果
た
す
た
め
、
活
動
等

の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
「
議
会
基

本
条
例
」
を
平
成
26
年
4
月
に
制
定
し

て
い
る
。

　

更
に
、
基
本
条
例
制
定
と
併
せ
て
議

会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
も
制
定
し

て
い
る
。
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
、
災
害
時
に
お
け
る
議
会
、
議
員

の
役
割
を
定
め
た
危
機
管
理
体
制
を
要

綱
に
規
定
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
「
町
民
と
議

会
と
の
意
見
交
換
会
」
を
実
施
。

各
種
団
体
へ
の
参
加
呼
び
か
け

や
広
報
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
が
、

残
念
な
が
ら
1
回
の
み
の
開
催

で
終
わ
っ
て
い
る
。
休
日
議
会

も
平
成
27
年
に
2
回
、
一
般
質

問
の
審
議
を
行
っ
て
い
る
。
参

加
者
は
第
1
回
が
70
名
、
第
2

回
が
32
名
と
半
減
し
、
そ
れ
の

以
降
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

開
催
を
継
続
す
る
難
し
さ
を
感

じ
た
。

　

そ
の
他
、
議
会
基
本
条
例
の

規
定
に
よ
る
政
策
提
案
が
、
今

年
度
は
町
当
局
に
対
し
23
項
目

提
出
さ
れ
て
い
た
。

（
報
告
者　

西
尾
正
剛
）

議
会
運
営
委
員
会
視
察
報
告

一般会計補正予算 全員賛成
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、

予
算
4
件
。

　

当
委
員
会
は
12
月
11
日
役
場
大
会
議

室
で
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
求
め
な

が
ら
審
査
を
行
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
の
ほ
か
、
３
件
の
特
別
会
計
補
正

予
算

　

付
託
案
件
は
、
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。
主
な
質
疑
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
第
46
号　

平
成
30
年
度
氷
川
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て

米
村
議
員　

農
業
振
興
費
、
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
の
2,
2
6
4
千
円
の

内
容
に
つ
い
て
。

農
業
振
興
課
長　

機
構
集
積
協
力
金
の

経
営
転
換
協
力
金
で
、
6
件
の
申
請
分

で
、
面
積
に
よ
り
金
額
は
違
う
が
集
計

の
金
額
と
な
る
。

米
村
議
員　

中
間
管
理
機
構
の
事
業
な

の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
家
が
リ
タ

イ
ヤ
す
る
と
き
や
、
作
物
の
一
部
を
や

め
る
と
き
に
農
地
中
間
管
理
機
構
を
経

由
し
て
、
担
い
手
に
農
地
を
貸
し
た
と

き
、
貸
主
に
対
し
て
協
力
金
が
交
付
さ

れ
る
。

西
尾
議
員　

立
神
峡
公
園
費
、
需
用
費

7
0
2
千
円
の
修
繕
は
何
か
。

商
工
観
光
課
長　

国
道
4
4
3
号
の
歩

道
整
備
に
伴
う
街
路
灯
2
本
の
移
設
に

よ
る
不
足
分
を
計
上
し
て
い
る
。

西
尾
議
員　

商
工
業
振
興
費
、
需
用
費

2
9
2
千
円
の
修
繕
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　

伝
承
館
に
設
置
し
て

あ
る
陶
芸
用
電
気
炉
の
修
繕
で
あ
る
。

西
尾
議
員　

道
路
新
設
改
良
費
、
委
託

料
4,
3
6
4
千
円
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

建
設
下
水
道
課
長　

北
川
反
甫
北
鹿
野

線
で
延
長
1,
4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
歩

道
の
整
備
計
画
に
伴
う
、
用
地
測
量
が

完
了
し
た
宅
地
の
農
業
倉
庫
や
無
線
、

看
板
等
の
調
査
を
す
る
資
産
鑑
定
評
価

を
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

西
尾
議
員　

住
宅
管
理
費
、
需
用
費

3
0
0
万
円
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

建
設
下
水
道
課
長　

住
宅
管
理
費
の
修

繕
に
つ
い
て
は
、
入
退
去
者
の
件
数
が

多
く
、
桜
ヶ
丘
2
戸
、
有
佐
駅
前
3
戸

の
退
去
後
の
修
繕
、
有
佐
駅
前
団
地
で

は
、
I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や

給
湯
器
の
交
換
費
用
が
高
額
な
た
め
予

算
が
不
足
し
た
た
め
で
あ
る
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

片
山　

裕
治　

委
員
長

委員会報告

　

当
委
員
会
で
の
付
託
案
件
は
予
算
1

件
、
そ
の
他
2
件
。

　

当
委
員
会
は
、
12
月
12
日
役
場
大
会

議
室
で
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
求
め

な
が
ら
審
査
を
行
っ
た
。

　

付
託
案
件
は
、
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。
主
な
質
疑
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
第
46
号　

平
成
30
年
度
氷
川
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）に
つ
い
て

吉
川
議
員　

繰
越
明
許
費
の
宮
原
小
学

校
ほ
か
2
校
空
調
設
備
設
置
事
業
で
、

期
間
が
5
ヶ
月
間
必
要
と
の
説
明
だ
っ

た
が
、
何
月
に
終
わ
る
予
定
な
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

設
計
委
託
に
な
る
。

議
決
後
、
入
札
に
入
り
契
約
と
な
る
が
、

今
年
度
3
ヶ
月
間
し
か
な
く
難
し
い
の

で
、
工
期
を
5
月
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

吉
川
議
員　

そ
の
後
、
新
年
度
で
予
算

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
第
51
号　

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

吉
川
議
員　

取
得
価
格
か
ら
面
積
で
割

り
戻
し
た
金
額
が
単
価
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
よ
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

吉
川
議
員　

何
回
、
地
権
者
と
交
渉
し

た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
課
と
し
て

会
い
、
3
回
目
で
目
途
が
つ
い
た
。

木
下
議
員　

購
入
後
は
、
宅
地
と
し
て

考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
、
田

を
買
う
の
に
高
い
方
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

判
断
基
準
と
し
て
、

宅
地
価
格
を
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

木
下
議
員　

公
的
な
税
金
を
使
う
の
で

少
し
で
も
下
げ
た
値
段
で
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
る
が
農
業
委
員
会
の
方
も
参
考

に
し
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

農
業
委
員
会
の
方
も

参
考
に
し
た
。
地
域
で
違
う
部
分
も
あ

る
が
、
根
拠
を
残
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
偏
ら
な
い
価
格
で
交
渉
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

清
田　

一
敏　

委
員
長

吉川 義雄
議員

そ
こ
が
　
き
た
い

聞

一般質問
４議員
立つ

吉川 義雄

Ｑ：氷川町のごみ処理について
　Ａ：クリーンセンター処理は
　　　2023年まで

議
員　

八
代
市
で
は
八
代
環
境
セ
ン
タ
ー

が
10
月
か
ら
本
格
稼
働
し
八
代
市
内
の
ご

み
処
理
が
始
ま
っ
た
。
２
０
２
５
年
度
か

ら
氷
川
町
の
ご
み
処
理
も
八
代
環
境
セ
ン

タ
ー
で
処
理
す
る
こ
と
で
協
議
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
氷
川
町
の
ご
み
処
理
は
決
ま
っ

た
か
。

　

町
は
５
月
の
町
政
懇
談
会
で
「
ご
み
減

量
化
は
町
や
町
民
に
と
っ
て
避
け
て
通
れ

な
い
喫
緊
の
課
題
『
現
状
の
１
割
カ
ッ
ト
』

を
す
す
め
て
い
く
」
と
表
明
さ
れ
た
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

ご
み
の
減
量
化
は
長
年
の
課
題
で
「
混

ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
と
言
う

こ
と
か
ら
分
別
収
集
を
強
化
し
て
き
た
。

ま
た
、
生
ご
み
を
減
ら
そ
う
と
ご
み
コ
ン

ポ
ス
ト
や
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
助
成

な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
減

量
化
対
策
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　

氷
川
町
総
合
振
興
計
画
で
は
、
資
源
の

再
利
用
の
推
進
、
廃
棄
物
の
処
理
や
再
利

用
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
が
、
今
後
の
ご

み
減
量
化
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

町
民
環
境
課
長　

平
成
30
年
７
月
に
八
代
市

環
境
セ
ン
タ
ー
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
た
め
、

栫
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
ご
み
処
理
は

氷
川
町
だ
け
と
な
っ
た
。

　

八
代
市
・
氷
川
町
循
環
型
社
会
形
成
推
進

協
議
会
で
、
氷
川
町
も
含
め
た
ご
み
処
理
対

象
地
域
と
し
た
新
た
な
地
域
計
画
を
策
定
し
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
炉
及
び
最
終
処
分

場
の
閉
鎖
後
は
、
氷
川
町
の
ご
み
も
八
代
市

環
境
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
処
理
す
る
こ
と

で
協
議
し
て
い
る
。

　

協
議
の
中
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

処
理
は
２
０
２
３
年
度
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る

こ
と
は
正
式
に
決
ま
っ
た
の
か
。

町
民
環
境
課
長　

２
０
２
３
年
度
の
八
代
市

議
会
並
び
に
氷
川
町
議
会
で
事
務
委
託
の
同

文
議
決
後
に
し
か
正
式
に
は
決
ま
ら
な
い
。

議
員　

協
議
状
況
を
議
会
や
町
民
に
も
分
る

よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
。

　

氷
川
町
の
ご
み
処
理
状
況
を
調
べ
た
ら
合

併
時
と
比
べ
る
と
家
庭
ご
み
は
減
っ
て
い
る

が
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
が
増
え
て
い
る
。

事
業
所
の
ご
み
減
量
が
特
に
必
要
で
は
な
い

か
。

町
民
環
境
課
長　

事
業
系
ご
み
が
か
な
り
増

え
て
い
る
。
減
量
化
に
つ
い
て
は
各
事
業
所

を
戸
別
に
訪
問
し
減
量
化
に
努
め
て
い
き
た

い
。

議
員　

ご
み
処
理
機
を
も
っ
と
使
っ
て
も

ら
っ
た
ら
と
思
う
。
事
業
所
の
ご
み
処
理
機

の
購
入
助
成
金
引
き
上
げ
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
民
環
境
課
長　

事
業
所
の
生
ご
み
処
理
機

助
成
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員　

生
ご
み
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス

を
使
っ
て
発
電
し
、
電
力
は
地
元
で
消
費
す

る
。
生
ご
み
を
液
肥
に
変
え
地
元
の
農
業
に

生
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。

　

福
岡
県
み
や
ま
市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
し
て
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
、
ご
み

を
資
源
に
し
て
発
電
、
液
肥
化
を
す
す
め
、

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

福
岡
県
大
木
町
は
、
生
ご
み
を
資
源
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

将
来
を
見
据
え
た
場
合
一
つ
の
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
一
考
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
。

藤
本
町
長　

ご
み
減
量
化
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
町
民
に
さ
ら
に
減
量
化
に
向
け
て
取

り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
商
工
会
と
も
事
業
系
ご
み
を
減
ら
す
た

め
の
方
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
と
話
し
た
。
町

も
支
援
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

氷
川
町
も
含
め
て
八
代
市
も
一
緒
で
ご
み

を
焼
却
処
分
す
る
方
向
で
あ
る
。
大
前
提
が

あ
る
の
で
生
ご
み
の
資
源
化
へ
の
方
向
転
換

は
む
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

生
ご
み
の
資
源
化
は
、
さ
ら
に
検
討
は
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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一般質問一般質問

河口 涼一
議員

Ｑ：八火図書館の運営状況について
Ａ：利用者・貸出数とも
　　　　　　　　減少している。河口 涼一

議
員　

八
火
図
書
館
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、

利
用
実
績
、
入
館
者
・
来
館
者
数
や
蔵
書
数
、

貸
出
数
、
ま
た
年
間
予
算
等
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
今
後
の
課
題
と
展
望
に
つ
い

て
説
明
願
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　

利
用
実
績
は
、
貸
出
数
が

28
年
度
２
万
３
０
１
４
冊
、
29
年
度

１
万
９
７
３
６
冊
で
、
利
用
者
が
28
年
度

６
９
６
６
人
、
29
年
度
が
６
０
０
６
人
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
は
、
28
年
度
２
４
３
６
人
、
29
年

度
２
７
５
１
人
で
増
加
し
て
い
る
。
予
算
は
、

27
年
度
新
館
設
立
時
が
５
０
０
万
円
、
以
降

は
30
年
度
ま
で
各
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

課
題
と
展
望
に
つ
い
て
は
、
教
育
と
文
化

の
発
展
に
寄
与
し
、
先
達
の
意
思
を
建
言
す

る
と
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
趣

旨
に
そ
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　

図
書
資
料
の
収
集
・
整
理
保
存
、
読
書
案

内
、
調
査
研
究
の
援
助
、
読
書
会
・
鑑
賞
会

及
び
資
料
点
字
化
等
、
学
校
や
竜
北
歴
史
資

料
館
と
協
力
活
動
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

蔵
書
数
も
当
初
の
２
万
５
０
０
０
冊
か
ら
本

年
度
中
に
は
４
万
冊
を
超
え
る
見
込
み
で
あ

る
。

　

課
題
と
し
て
、
１
点
目
に
新
規
利
用
の
働

き
か
け
、
情
報
発
信
の
強
化
。
２
点
目
に
図

書
資
料
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
確
実
な
収

集
・
整
理
・
保
管
が
必
要
と
な
る
。

議
員　

こ
の
八
火
図
書
館
は
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
楽
し
め
る
、
氷
川
町
に
お
け
る
文

化
の
発
信
拠
点
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
の
中
心
を

な
し
て
い
る
と
思
う
。
貸
出
し
以
外
の
利
活

用
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

学
校
の
長
期
休
業
中
に
、

各
１
回
ず
つ
お
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。
宮

原
小
学
校
運
営
協
議
会
に
よ
り
、
６
年
児
童

対
象
に
学
習
会
・
読
書
会
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

図
書
館
に
行
く
と
い
つ
も
感
心
す
る

が
、
見
や
す
く
探
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
し

て
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
で
運
営
し
て
い

る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

館
長
１
名
、
図
書
司
書
２

名
配
置
し
て
い
る
。

議
員　

図
書
館
の
ま
わ
り
も
川
辺
づ
く
り
の

会
の
人
達
が
散
歩
道
を
管
理
、
清
掃
と
徹
底

さ
れ
て
お
り
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
頭
の
柔
ら
か
い
う
ち
に
頭
を
ど
ん
ど
ん

鍛
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
本
に

親
し
む
こ
と
で
人
生
を
豊
か
に
し
、
前
向
き

に
生
き
る
意
志
を
醸
成
す
る
と
確
信
す
る
。

こ
の
町
か
ら
た
く
さ
ん
の
有
為
な
人
材
を
ど

ん
ど
ん
輩
出
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

と
思
う
。

教
育
長　

八
火
図
書
館
が
町
民
の
皆
様
か
ら

愛
さ
れ
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
努

力
し
て
行
き
た
い
。
地
域
に
密
着
し
た
町
民

の
た
め
の
文
化
施
設
の
拠
点
と
な
る
た
め
に
、

町
内
５
つ
の
小
中
学
校
、
歴
史
資
料
館
と
連

携
共
同
し
て
い
き
た
い
。
広
報
活
動
も
充
実

さ
せ
、
話
題
性
の
あ
る
新
刊
書
、
リ
ク
エ
ス

ト
本
の
検
討
、
近
隣
の
図
書
館
と
の
交
流
や

八
火
図
書
館
協
議
会
な
ど
で
協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

八火図書館

西尾 正剛
議員

Ｑ：町道新田野津橋線の道路拡幅の計画はあるか。
Ａ：整備に向け隣接地権者の同意をとるべく、
　　地元区長と協議をしている。

道
路
整
備
基
本
計
画
の
新
規
路
線
の
取
組
が
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
進
捗
状
況
は
？

議
員　

平
成
22
年
度
に
町
民
意
向
調
査
を
実

施
し
、
平
成
23
年
度
に
道
路
整
備
基
本
計
画

を
策
定
し
た
が
、
整
備
時
期
は
概
ね
10
年
以

内
に
事
業
完
了
、
ま
た
は
着
工
、
中
期
20
年

以
内
、
長
期
30
年
以
内
、
超
長
期
30
年
以
上

の
４
期
間
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
計
画
で
の
新
規
路
線
の
取
組
が

な
い
が
、
現
在
の
計
画
状
況
や
先
行
し
て
用

地
取
得
等
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
？

　

ま
た
、
短
期
10
年
以
内
の
既
存
路
線
計
画

も
数
本
あ
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
の

位
な
の
か
？　

建
設
下
水
道
課
長　

10
年
以
内
で
の
新
規
路

線
整
備
は
２
カ
所
計
画
し
て
お
り
、
宮
原
地

区
の
三
神
宮
南
側
の
新
規
路
線
は
、
平
成
25

年
度
に
整
備
完
了
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
接
続
は
、

ル
ー
ト
検
討
と
地
元
調
整
が
必
要
な
た
め
着

手
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

既
存
道
路
で
10
年
以
内
の
整
備
は
、
38
路

線
中
３
路
線
は
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

　

整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
区
要
望
で

の
整
備
も
進
め
て
お
り
、
計
画
に
対
す
る
進

捗
状
況
は
２
割
程
度
と
考
え
る
。

町
道
新
田
野
津
橋
線
の
道
路
整
備
計
画
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
？

議
員　

中
期
20
年
以
内
の
町
道
新
田
野
津
橋

線
の
道
路
整
備
計
画
は
、
国
道
県
道
に
準
ず

る
南
北
を
縦
貫
す
る
主
要
な
幹
線
町
道
で
あ

り
朝
夕
の
交
通
量
も
相
当
多
い
。
し
か
し
、

途
中
で
狭
隘
な
所
が
数
カ
所
あ
り
、
車
両
通

過
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

　

野
津
橋
を
通
過
し
て
２
０
０
ｍ
位
の
間
は

狭
く
、
離
合
の
場
所
も
そ
う
な
い
。
取
り
か

か
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
用
地
取
得
し
て
道
路
拡

幅
を
計
画
し
た
ら
ど
う
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

町
道
新
田
野
津
橋
線
は
、

八
代
市
道
に
連
結
す
る
町
の
幹
線
道
路
で
あ

る
。
熊
本
地
震
後
、
通
行
量
が
増
加
し
て
お

り
、
離
合
し
に
く
い
区
間
も
あ
り
、
危
険
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
野
津
橋
線
は
、
平
成

24
年
に
側
溝
整
備
で
拡
幅
し
、
平
成
27
年
に

74
ｍ
の
道
路
改
良
を
済
ま
せ
た
。

　

北
野
津
地
区
よ
り
集
落
内
の
狭
小
区
間
と

野
津
踏
切
の
西
側
交
差
点
か
ら
野
津
橋
ま
で

の
区
間
の
整
備
は
平
成
25
年
度
に
地
区
要
望

が
出
さ
れ
、
道
路
整
備
計
画
に
向
け
隣
接
地

権
者
の
同
意
を
と
る
べ
く
、
現
在
地
元
区
長

と
協
議
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
地
権
者
の
了
解
を
得
た
後
、
地
元

区
長
と
連
携
し
事
業
推
進
を
進
め
て
い
き
た

い
。

町
長　

道
路
整
備
計
画
は
、
安
全
・
安
心
を

重
点
に
お
い
て
、
必
要
な
所
か
ら
行
っ
て
い

る
。
地
区
要
望
に
は
、
計
画
掲
載
の
路
線
か

ど
う
か
も
判
断
し
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

野津橋線の混み具合
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一般質問

米村ひろし
議員

Ｑ：八代市・氷川町循環型社会推進協議会の
　　目的は
　Ａ：氷川町のごみを八代市環境センターで
　　　処理する

八
代
市
・
氷
川
町
環
境
型
社
会
推
進
協
議
会
に
つ

い
て

議
員　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
氷
川
町
の

単
独
運
営
に
な
っ
て
、
今
後
、
最
終
処
分
場

が
平
成
35
年
度
に
大
体
満
杯
に
達
す
る
予
測

が
あ
る
。
氷
川
町
は
八
代
の
環
境
セ
ン
タ
ー

に
委
託
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
循
環
型
社
会
形
成
協
議
会
が
環

境
省
と
熊
本
県
を
入
れ
て
設
置
し
規
約
変
更

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

町
民
環
境
課
長　

間
違
い
な
い
。

議
員　

八
代
市
・
氷
川
町
循
環
型
社
会
推
進

協
議
会
の
設
置
の
目
的
は
。

町
民
環
境
課
長　

八
代
市
・
氷
川
町
循
環
型

社
会
推
進
協
議
会
は
、
国
・
県
の
ご
み
処
理

の
広
域
化
の
指
針
に
基
づ
く
協
議
会
で
あ
る
。

ご
み
処
理
対
象
地
域
と
し
た
新
た
な
八
代

市
・
氷
川
町
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計

画
を
策
定
し
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃

炉
及
び
最
終
処
分
場
の
閉
鎖
後
は
、
氷
川
町

の
ご
み
を
八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
に
事
務
委

託
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。ご

み
の
減
量
化
に
つ
い
て

議
員　

策
定
要
綱
に
、
ご
み
の
減
量
化
が
一

番
の
課
題
で
あ
る
。
事
業
ご
み
と
家
庭
ご
み

で
、
家
庭
ご
み
は
減
っ
た
と
い
う
が
、
総
合

的
に
、
数
％
増
え
て
い
る
。
今
の
ま
ま
で
あ

れ
ば
、
事
業
計
画
の
策
定
が
で
き
る
の
か
と

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
八
代
市
は
10
年
ぐ

ら
い
前
か
ら
５
％
の
減
量
化
の
目
標
を
立
て

て
努
力
を
し
て
い
る
。
氷
川
町
で
も
前
に
水

切
り
パ
ッ
ト
、
全
所
帯
に
配
布
し
た
。
そ
の

費
用
対
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
民
環
境
課
長　

詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。

た
だ
家
庭
ご
み
の
減
少
が
あ
る
の
で
、
幾
分

か
は
役
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
と
、

水
を
切
る
と
い
う
行
為
が
あ
る
程
度
町
民
に

も
浸
透
し
て
い
る
と
思
う
。

議
員　

八
代
環
境
セ
ン
タ
ー
は
１
３
４
ト
ン
、

稼
働
日
数
２
８
０
日
間
と
い
う
の
が
地
域
計

画
の
中
で
決
ま
っ
て
い
る
。
八
代
環
境
に
処

理
し
て
い
た
だ
け
る
の
な
ら
、
う
ち
が
積
極

的
に
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
な
け
れ
ば
、
地

域
計
画
の
策
定
は
難
し
い
と
認
識
を
し
て
い

る
が
ど
う
か
。

町
民
環
境
課
長　

地
域
計
画
の
中
で
、
ご
み

の
減
量
化
の
達
成
が
重
要
な
役
割
を
示
す
こ

と
に
な
る
。

議
員　

生
ご
み
は
、
７
割
か
ら
８
割
が
水
分
。

水
切
り
パ
ッ
ト
を
有
効
に
使
う
。
平
成
21
年

度
に
、
ご
み
処
理
機
の
補
助
事
業
で
、
75
台

が
発
注
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
ご
み
減
量
化
の
指
導
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
民
環
境
課
長　

年
明
け
に
ご
み
の
減
量
化

宣
言
を
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
呼
び
掛
け
て

い
く
予
定
に
し
て
い
る
。

議
員　

氷
川
町
で
の
ご
み
の
減
量
化
10
％

だ
っ
た
ら
３
８
０
ト
ン
減
量
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

　

努
力
し
て
頂
き
た
い
。

藤
本
町
長　

私
た
ち
も
緊
張
感
持
っ
て
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

平
成
35
年
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
廃
炉
す

る
こ
と
は
既
に
確
認
済
み
な
の
で
、
そ
こ
ま

で
に
10
％
減
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
ご
み
の
減

量
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
数
値

化
し
て
毎
年
の
計
画
目
標
を
も
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
。

クリーンセンター

　

熊
本
県
人
ペ
ル
ー
移
住
1
1
5
周
年
記

念
式
典
が
首
都
リ
マ
市
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
氷
川
町
に
も
公
式
招
待
が
あ

り
、
こ
の
記
念
す
べ
き
式
典
を
お
祝
い
す

る
た
め
に
藤
本
町
長
と
出
席
し
ま
し
た
。

　

11
月
6
日
か
ら
13
日
ま
で
移
動
を
含
め

て
8
日
間
の
訪
問
で
し
た
。
熊
本
県
人
の

ペ
ル
ー
移
住
者
数
は
沖
縄
県
に
次
い
で
2

番
目
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
移
住
当

初
は
、
言
葉
、
食
事
、
生
活
習
慣
の
違
い

や
過
酷
な
労
働
や
風
土
病
な
ど
劣
悪
な
環

境
に
置
か
れ
大
変
ご
苦
労
を
な
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
後
着
実
に
ペ
ル
ー
社
会

で
の
地
位
と
信
頼
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

記
念
式
典
会
場
は
、
日
干
し
煉
瓦
で
建

設
さ
れ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
遺
跡
内
で
し
た
。

発
掘
途
中
の
遺
跡
内
で
式
典
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
絨
毯
を
敷
き

詰
め
た
特
設
テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
外
務

大
臣
や
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
な
ど
ペ
ル
ー

共
和
国
の
要
人
、
在
ペ
ル
ー
日
本
大
使
館

公
使
、
日
秘
協
会
会
長
な
ど
多
く
の
来
賓

や
ペ
ル
ー
熊
本
県
人
会
会
員
な
ど
約

4
3
0
名
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

現
地
で
の
熊
本
県
人
の
活
躍
ぶ
り
に
目
を

見
張
る
思
い
で
し
た
。
式
典
閉
会
後
の
懇

談
会
で
は
ペ
ル
ー
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
中
、

最
後
は
お
国
な
が
ら
の
陽
気
な
リ
ズ
ム
の

ダ
ン
ス
が
延
々
と
続
き
、
私
も
そ
の
ダ
ン

ス
の
輪
に
入
り
、
足
も
フ
ラ
フ
ラ
に
な
る

ま
で
県
人
会
の
皆
様
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
公
式
訪
問
で
は
、
記
念
式
典

の
ほ
か
、
ペ
ル
ー
共
和
国
外
務
大
臣
及
び

外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
の
表
敬
、
大

統
領
府
視
察
、
熊
本
県
と
訪
問
・
交
流
が

行
わ
れ
て
い
る
学
校
の
訪
問
、
熊
本
県
人

会
の
平
岡
ペ
ル
ー
熊
本
県
人
会
名
誉
会
長

が
経
営
さ
れ
る
家
電
量
販
店
や
世
界
遺
産

熊
本
県
ペ
ル
ー
移
住

　

１
１
５
周
年
記
念
式
典
に
出
席

に
登
録
さ
れ
た
旧
市
街
地
を
視
察
し
ま
し

た
。
各
所
を
移
動
す
る
際
に
は
、
私
た
ち

が
使
用
し
た
バ
ス
の
前
後
を
警
察
車
両
が

誘
導
し
、
白
バ
イ
が
交
差
点
で
の
横
か
ら

の
車
両
を
制
止
す
る
な
ど
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
リ
マ
市
内
を
走
る
車
両
は
増
加

の
一
途
に
あ
り
ま
す
が
、
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
が
追
い
付
か
ず
、
目
的
地
に
移
動

す
る
ま
で
の
所
要
時
間
が
読
め
な
い
た
め
、

平
岡
名
誉
会
長
が
警
察
当
局
に
依
頼
し
、

特
別
の
厚
遇
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
後
で

お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ペ
ル
ー

社
会
に
お
け
る
日
系
人
の
貢
献
が
認
め
ら

れ
て
い
る
証
し
だ
と
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

　

平
岡
名
誉
会
長
は
1
1
5
周
年
記
念
誌

に
『
大
き
く
早
く
変
化
し
て
い
く
我
々
の

時
代
で
は
、
言
葉
よ
り
も
行
動
に
よ
り
模

範
と
な
っ
て
伝
授
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
困
難
な
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
よ

り
良
い
未
来
を
築
く
機
会
を
与
え
て
く
れ

た
ペ
ル
ー
に
感
謝
し
ま
す
』
と
寄
稿
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
同
じ
く
、
平
岡
ペ
ル
ー
熊

本
県
人
会
長
は
、『
初
期
の
移
民
た
ち
は
、

1
1
5
年
前
に
子
孫
が
よ
り
よ
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
と
い
う
夢
を
抱
き
、
厳
し

い
経
済
状
態
の
中
で
、
持
ち
前
の
日
本
人

の
精
神
で
逆
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。

友
人
に
忠
実
で
あ
る
と
と
も
に
家
族
を
大

切
に
す
る
英
雄
で
し
た
。
祖
先
の
犠
牲
と

教
え
の
お
陰
で
、
現
在
、
子
孫
で
あ
る
私

た
ち
は
、
こ
の
ペ
ル
ー
社
会
で
尊
敬
さ
れ

る
地
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全

て
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
、
名
も
な
き

英
雄
た
ち
」
に
、
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
』
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
を
通
し
て
、
日
系
人
の
皆
様

が
遠
く
離
れ
て
い
て
も
日
本
の
伝
統
や
文

化
を
大
事
に
さ
れ
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す
る
必
要
を
感
じ
た
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問
と
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り
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た
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　「字が小さすぎて読みに
くい・文字が多い・原稿詰
めすぎで読む気になれな
い」11月13日、熊本県町
村議会広報研修会に出席し

ました。事前に議会だよりを送り、熊本大学教授の越
地先生の診断を受けましたら、こうした審査コメント
を頂きました。
　広報は何を載せるかの前提として、何を捨てるかが
重要みたいです。
　一般質問の原稿も、あれこれ大事な文言と思って書
くうちにすぐ2000文字を超えてしまいます。そこか

らが大変な作業です。そこは心を鬼にして大胆に取捨
選択する必要があります。
　議会だよりは、町民の皆さまにわかりやすくお伝え
して知って頂くことと考えていますが、毎号中々難し
い課題です。 （西尾正剛）

発行責任者　議長　上　田　健　一
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　私達は、小学生の育成を目的とした学
童軟式野球クラブチームです。
　現在、選手は氷川町の１年生～６年生
まで28名、八代市から２名の計30名で活
動しています。練習場所は、主に竜北西
部小、桜ヶ丘グラウンドで、日々楽しく、
時には厳しく練習を行っています。チー
ムの方針は、礼儀を正しくできる子供の
育成を目的とし日々指導を行っています。
　昨年は数々の大会で優勝や上位に入る
事ができました。又、夏には九州大会に
も出場を果たし、チームから初の750人位
応募の中、16名選出にプロ野球ソフトバンクホークスのジュニア
の部に志水那優君が選出され、年末に行われた札幌ドームで12球
団ジュニアの大会に出場されました。
　今後も子供達の育成、活躍を願い日々努力をしてまいりたいと思
います。日々練習の体験会など行っていますので、是非野球に興味
がある八代市郡の保育園年長さん～新６年生の男女の皆さん、お待
ちしております。

　代表兼監督　野村利昭
　連絡先　090－5027－8661

　所属チームをはじめ、たくさんの方に応援していただき、本当に
すばらしい貴重な経験をすることができました。ありがとうござい
ました。

次号は平成31年 5月発行予定

八代ジュニアスターズ
スポット

NPB 12球団
ジュニアトーナメント2018出場
12．27（木）～29（土）札幌ドーム
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